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想い
を込めて

明日へつなぐ若者の声



實延 美彩 議員

 

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
よ

う
な
仕
組
み
で
、町
内
か
ら

町
外
へ
の
移
動
手
段
を
確
保

で
き
な
い
か
。

 

制
度
的
に
可
能
で
あ

る
が
、ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な

ど
懸
案
も
あ
る
。持
続
可
能

な
広
域
展
開
の
可
能
性
を
検

討
す
る
。

 

若
桜
町
の
よ
う
に
、

民
間
企
業
と
連
携
し
て
町
外

へ
の
交
通
を
整
備
で
き
な
い

か
。 

日
南
町
で
は
採
算
性

の
問
題
で
民
間
路
線
が
撤
退

し
た
。ま
ず
は
伯
備
線
を
軸

に
、町
営
バ
ス
の
接
続
ダ
イ
ヤ

を
見
直
す
。

 

保
護
者
の
負
担
軽
減

の
た
め
に
も
、休
日
の
子
ど
も

の
移
動
手
段
の
確
保
が
必
要

で
は
。

 

実
態
を
踏
ま
え
、総
合

教
育
会
議
な
ど
で
議
論
す
る
。

 

日
野
町
で
は
新
規
の

町
営
住
宅
に
募
集
戸
数
を
超

え
る
応
募
が
あ
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。町
営
住
宅
を
新
設

す
る
計
画
は
。

 

中
心
地
域
整
備
検
討

委
員
会
で
、住
ま
い
は
一つ
の

焦
点
で
あ
る
。さ
ま
ざ
ま
な

視
点
で
計
画
を
練
り
上
げ
る
。

 

人
材
育
成
奨
学
金
の

受
給
者
へ
公
式
L
I
N
E
の

登
録
を
呼
び
掛
け
て
は
。

 

そ
の
視
点
も
加
え
て

登
録
者
数
を
増
や
し
て
い
く
。

 

町
に
は
起
業
し
た
い

方
に
魅
力
的
な
助
成
制
度
が

あ
る
の
で
、起
業
を
目
指
す

方
の
集
ま
り
な
ど
で
紹
介
し

て
は
。

 

懇
談
会
な
ど
、新
し

く
就
業
し
た
方
が
孤
立
し
な

い
よ
う
な
取
り
組
み
は
し
て

い
る
。

問問町
長

町
長

問問問 町
長 問町

長

 

大
学
と
の
連
携
に
つ

い
て
、大
学
側
の
研
究
が
中
心

と
な
る
の
で
は
な
く
、日
南
町

の
実
情
に
合
っ
た
課
題
解
決

を
軸
と
し
た
連
携
へ
見
直
す

必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

 

鳥
取
大
学
な
ど
7
大

学
と
連
携
し
、専
門
的
な
知

見
を
生
か
し
て
地
域
課
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　ま
た
、研
究
成
果
を
活
用

し
、林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
講

師
派
遣
や
、日
野
郡
の
医
療

に
つ
い
て
考
え
る
会
の
開
催

な
ど
を
行
っ
て
お
り
、今
後
も

町
の
課
題
解
決
を
目
的
と
し

た
連
携
を
大
切
に
し
て
い
く
。

 

大
学
と
の
連
携
を
さ

ら
に
深
め
、学
生
の
町
内
就
職

や
町
職
員
の
採
用
に
つ
な
げ

て
い
く
仕
組
み
を
つ
く
れ
な

い
か
。

 

イ
ン
タ
ー
ン
制
度
や

大
学
連
携
事
業
を
通
じ
、町

内
就
職
や
職
員
採
用
に
つ
な

が
っ
た
事
例
も
出
て
き
て
い
る
。

　新
設
し
た「
半
学
半
域
型

地
域
お
こ
し
協
力
隊
」を
活
用

し
、就
職
や
雇
用
に
つ
な
が
る

取
組
を
今
後
さ
ら
に
充
実
さ

せ
て
い
く
。

 

A
I

を
活
用
し
て
事

務
処
理
の
効
率
化
を
進
め
、

職
員
が
現
場
に
出
向
く
時

間
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

な
げ
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

 

行
政
D
X
の
一
環
と

し
て
A
I

活
用
を
進
め
、議

事
録
作
成
な
ど
で
業
務
の
効

率
化
を
図
っ
て
い
る
。

　今
後
も
A
I

を
活
用
し
、

現
場
を
大
切
に
し
た
行
政
運

営
と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問問 町
長

町
長

問町
長

町
長

町
長

糸田川 啓 議員

若
者
定
住
と
地
域
活
性
化

A
I
活
用
促
進

町の課題解決を軸とした大学連携へ

日野町営バスは生山駅に乗り入れている

町内から町外への移動手段の確保を

デマンド交通の広域展開の可能性を検討する

問

答

研究中心の大学連携を町課題重視へ

大学の知見を活かし町の課題解決を図る

問

答

實延 美彩 議員
じつのぶ みさい

いとたがわ

糸田川 啓 議員
けい

いしばし

石橋 弘充 議員
ひろみつ

池淵 峻一 議員
いけぶち しゅんいち

松本 恭平 議員
まつもと きょうへい

● 車の運転免許をもたない町民の移動負担軽減について
● 若者定住、若者主導の地域活性について

● 大学連携について
● 日南町内のAI活動促進について
● 日南病院建設延期について
● 小中学校のスポーツ支援体制について
● 畜産生産者の支援について
● 学校での農業体験学習の充実について

● チャレンジ企業支援事業の企業、事業承継支援について
● 子育て世代の定住と遠隔教育について

● 移住定住(U/Iターン)戦略について
● 農業分野の就業、起業支援について

3

4

5

質 問 者 質 問 内 容

開催までの経緯

ペ ー ジ

つなぐ議会開催11月30日

参加者との打ち合わせ※3回目11月12日
から

答弁要旨【執行部から提出】11月11日

質問通告書【執行部へ提出】11月  5日

参加者との打ち合わせ※2回目10月14日
から

参加者との打ち合わせ※1回目9月29日
から

5名の参加者を決定8月31日

参加者募集の開始7月25日

名称、対象者、開催日決定U-50議会を開催
若い世代から政策提言を
5名の町民の方から日南町を未来につなぐための質問、
日々の生活体験の中で感じていることなど、持続可能な
まちづくりについて政策提言が行われました。

つなぐ議会特
集

※U-50 50歳未満の方
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にちなん議会だより　令和8年1月発行　No.182 にちなん議会だより　令和8年1月発行　No.182 23



松本 恭平 議員

 

移
住
定
住
の
取
り
組

み
状
況
は
。

 

「
い
き
い
き
定
住
促

進
条
例
」に
基
づ
き
、住
ま
い

や
仕
事
の
支
援
、子
育
て
な

ど
暮
ら
し
の
相
談
や
家
族
と

の
同
居
支
援
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

 

移
住
定
住
に
関
す
る

情
報
発
信
は
、町
の
魅
力
と

併
せ
て
山
里
ロ
ー
ド
が
行
っ

て
い
る
。

　
実
際
に
検
討
さ
れ
て
い
る

段
階
の
方
と
直
接
対
話
を
す

る
こ
と
で
、最
後
の
ひ
と
押
し

の
効
果
が
あ
る
と
思
う
が
。

 

山
里
ロ
ー
ド
と
は
情

報
を
共
有
し
、相
談
者
視
点

で
最
新
情
報
を
発
信
し
、相

談
者
が
理
解
・
納
得
で
き
る

体
制
に
つ
な
げ
た
い
。

 

農
業
研
修
制
度
で
の

就
農
者
及
び
離
農
者
数
は
。

ま
た
離
農
の
理
由
は
。

 

就
農
者
は
29
名
。離

農
者
は
４
名
。そ
の
う
ち
経

営
不
振
が
２
名
、健
康
上
の

理
由
が
２
名
。

 

就
農
者
の
定
着
率
向

上
に
向
け
て
現
行
制
度
改
正

の
考
え
は
。

 

ト
マ
ト
や
水
稲
に

絞
っ
た
専
門
的
研
修
を
強
化

し
た
い
。

 

都
市
部
か
ら
家
族
連

れ
で
来
て
、目
標
基
準
の
所

得
が
3
0
0
万
円
は
微
妙

な
ラ
イ
ン
。6
0
0
万
円
で

ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
方

向
性
を
見
出
し
て
ほ
し
い
。

問問町
長

町
長

問問意
見

町
長

町
長 農

業
の
就
農
支
援

親身になって移住の相談 粗飼料確保のためのロール梱包

 

学
校
組
織
か
ら
部
活

動
が
離
脱
す
れ
ば
運
営
が
不

安
定
に
な
る
の
で
は
。

 

生
活
環
境
の
変
化
、

活
動
場
所
の
調
整
、備
品
費
、

生
徒
の
送
迎
、指
導
者
へ
の

謝
金
等
の
課
題
の
整
理
を
進

め
て
い
る
。ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
を

統
括
す
る
運
営
主
体
に
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
を
配
置
し
て
中

学
校
と
の
連
携
や
経
費
管
理

を
担
い
、令
和
10
年
の
完
全

移
行
を
目
指
し
て
い
る
。

 

学
校
で
の
生
活
が
見

え
て
い
な
い
状
況
で
、部
活
動

だ
け
の
交
流
で
は
、意
思
の

疎
通
に
時
間
を
要
し
、難
し

い
部
分
が
想
定
さ
れ
る
が
。

 

指
導
い
た
だ
い
て
い

る
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
問
題
も
承
知
し
て

い
る
。学
校
現
場
と
同
じ
で

子
ど
も
を
見
る
と
い
う
立
場

で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
し
、

そ
れ
を
行
う
の
が
に
ち
な
ん

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

全
国
的
に
行
き
過
ぎ

た
指
導
が
問
題
に
な
っ
て
い

る
。抑
制
防
止
の
監
視
組
織

が
必
要
で
は
。

 

誰
が
行
き
過
ぎ
の
指

導
に
歯
止
め
を
か
け
る
か
、

体
制
の
整
備
が
必
要
だ
。

 

輸
入
粗
飼
料
が
高
騰

し
て
い
る
中
で
畜
産
振
興
の

対
応
策
と
、水
稲
収
穫
時
に

発
生
す
る
稲
わ
ら
を
飼
料

と
し
、攪
拌
、ロ
ー
ル
出
荷
、

運
搬
、保
管
な
ど一
連
作
業
の

※
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
必
要

と
考
え
る
が
。

 

作
業
受
託
の
組
織
化

を
行
い
、県
内
の
参
考
事
例

も
参
考
に
、近
隣
エ
リ
ア
も

含
め
検
討
し
た
い
。

※
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
は
、請
け
負
う

　
業
者・組
織

問問問
教
育
長

教
育
長

教
育
長

問町
長 畜

産
支
援

タブレットを活用した課外授業

池淵 峻一 議員

 

本
事
業
は
、支
援
上

限
額
が
２
０
０
万
円
と
、町

が
力
を
入
れ
て
い
る
支
援
策

と
聞
い
て
い
る
が
、対
象
経

費
が
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
設
備
投
資
を
必
要
と
し
な

い
新
し
い
企
業
形
態
に
対

し
、ど
の
よ
う
な
支
援
方
針

を
持
っ
て
い
る
の
か
。

 

チ
ャ
レ
ン
ジ
企
業
支

援
補
助
金
は
、設
備
投
資
を

行
わ
な
い
事
業
者
も
念
頭
に

補
助
対
象
の
経
費
を
柔
軟
に

対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

 

事
業
が
軌
道
に
乗
る

ま
で
の
人
件
費
を
含
め
た
支

援
を
検
討
し
て
は
。

 

人
件
費
は
対
象
外
と

す
る
こ
と
に
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。I
タ
ー
ン
で
来
ら
れ

た
場
合
に
地
域
起
こ
し
協
力

隊
の
制
度
を
複
合
的
に
活
用

し
て
ほ
し
い
。

 

現
在
、一人一台
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
貸
与
し
て
活
用
し

遠
隔
教
育
を
含
め
た
教
育
を

実
施
し
て
い
る
。高
等
学
校

卒
業
程
度
認
定
制
度
は
、若

者
に
と
っ
て
、重
要
な
制
度
だ

と
考
え
る
。そ
の
た
め
、県
教

育
委
員
会
と
連
携
し
取
り
組

み
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い

る
。

 

自
然
、食
及
び
通
信

環
境
が
整
っ
た
本
町
の
強
み

を
政
策
に
戦
力
的
に
結
び
つ

け
て
ほ
し
い
。

意
見

 

教
育
は
居
住
地
選
択

の
重
要
な
要
素
だ
が
、遠
隔
教

育
の
導
入
や
、高
卒
認
定
制
度

の
活
用
な
ど
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

問 子
育
て
世
代
の
定
住
と

遠
隔
教
育

問問 町
長

町
長

　ほかの方の話されていることに共
感することが非常に多くて、その中で
池淵さんの高校認定の話、すごい感
銘を受けました。
　今日の発言がほかの人に伝わり、
次に繋がればと期待します。

　日南町は魅力があるのに、PR面な
ど不足していると感じ、今回町長に伝
えることができました。
　現在チャレンジ起業型地域おこし協
力隊で活動していますので、将来日南
町で起業できたらと考えています。

糸田川 啓 議員

實延 美彩 議員

池淵 峻一 議員

石橋 弘充 議員

山本 芳昭 議長

松本 恭平 議員

　移住して2年目の自分がなぜ引越
しをしてきて、どこに魅かれているか
言葉にできました。
　今日の質問を聞いて、私の知らな
いことが結構あって勉強になり新鮮
な驚きでした。

　貴重な体験として、文句とか思い付
きでなく、深く考える機会を与えていた
だき感謝します。
　あがり症で何をしゃべっているのか記
憶に残っていませんが、自分の想いや主
張を声にできて本当に良かったです。

　自らの経験や思いを素直に、そして
誠実にお話しいただき、大変有意義
な議会となりました。心より厚く御礼
申し上げます。
　提案されたご意見（バトン）は議会
がつないでいきます!

　一次産業の話には共感も多かった
です。子育てのことや交通機関、ITの
話など、予期していなかった意見を聞
けたのは良い体験でした。
　次のつなぐ議会でも様々な人を発
掘していただければと思います。

石橋 弘充 議員

チャレンジ企業支援事業は柔軟に対応すべきでは問

新しい企業形態に柔軟に対応したい 答
参加者の感想

移住定住は、直接対話が最後のひと押し 問

相談者の視点に立った、リアルな情報を提供答

問スポーツ支援体制の充実を 問

推進協議会等で課題の整理中答
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　町民議員の再質問の時間が短いと感じ
た。より回答を簡潔にし、再質問の時間を
つくるべきだと思います。
　議員となった方の質問は、日南町のまち
づくりに貢献するものだと感じました。

　発言時間が短くもったいないと感じた。
初めて聞いたこともあり、こういった取り組
みを続けて、いろんなパターンの議会を見
たいです。
　とても良い議会なのに、傍聴が少なくて
残念でした。

　働く世代が議員に
なってのつなぐ議会
は町政に関心を持た
せる点で大変貢献し
ている。
　今後も継続すること
で新たな議員の誕生、
町議会の活性化につ
ながると思います。

　議員の皆さんは、とても分かり易く的確な質問
をされており、住民の立場から直接意見を述べる
ことは重要だと感じました。
　限られた時間での質問です。質問に充分答弁
できたか、もっと納得いくやり取りをしたかったの
ではと感じました。

　各議員がしっかりと練った質問をあげてこられ、しっかりと時間
を考えて発言され、綿密に準備してこられたことを感じました。
　町長の答弁が少し的外れなもの、回りくどかったことが少し残念
でした。

　若い方にぜひ議員に
立候補してもらいたい。
発想が新しいです。

　未来に向けた内容で、
子どもや教育に関するこ
とが多く嬉しく思いました。
若い方が議員になること
を望みます。
　もうひとり女性がいれ
ばバランスがとれて良かっ
たと思います。 金森 弓束 さん（新屋）

かなもり ゆづか

　町民の声を聞く良い仕
組みだと思います。質問
のレベルが高いと思いま
した。
　高校で情報処理を学ん
でいるので、AIの活用に
関する質問に興味をもち
ました。 岸本 空來 さん（茶屋）

きしもと そら

　未来を託す若者がどんな
問題を感じているのか聞き
にきました。若者世代ならで
はの内容で、貴重な質問だ
と感じました。
　今後も若い人にどんど
ん問題提起をしていただ
きたいですね。 塩見 真由美 さん（上石見）

しおみ まゆみ

　一人ひとりの発表者の
方が、しっかり自分の思い
を分かりやすく伝えておら
れる姿に敬意を尽くします。
　町民参加の開かれた議
会へのひとつの方法で、と
ても良い取り組みだと思
いました。 高橋 恵美子 さん（奥出雲町）

たかはし えみこ

たくさんの感想をお寄せいただきありがとうございました。

１２月定例会 U-50　議　会

あかねの郷電気設備
などの落雷被害による修繕（建物共済保険
により２分の１程度の保険金がある見込み）

　一般質問では８名の議員が登壇し、町政運営の課題や方向性など活発な議論を展開しました。
　執行部から提案された、条例の一部改正、条例の廃止、令和７年度一般会計・特別会計・事業
会計補正予算など全20議案を原案のとおり可決しました。

円 ⁄ 月

現在

3800 円 ⁄ 月

今年4月～

4400

生山定住促進
団地建築
補助金

3人世帯で月25m³
使用の場合

150万円の内訳は。

建築費の助成が50万円
(町外事業者による建築のため)
子ども（0～8歳）加算50万円×２人
合わせて150万円である。

問

答

どこに落雷したのか。
浄化槽の制御盤の被害が大きい。
修理するまでは手動で対応する。

酸素吸入などあるが、非常時への備えは。

自家発電等を備えている。

問

答

問

答

問

答

問

答

万円150 万円253居宅介護事業

１軒分空いていた団地に新しい入居者が
あったので、補助金を交付する

物価高騰で住民が苦しむ中、値上げを
見送るべきでは。
物価高騰を理解した上で、最小限の値上
げ幅とした。

毎年総額の２％、8200万円を見込んで
いる管路更新費をもっと長期間で負担
できないか。
当面の問題は管路更新でなく、上石見・
中石見の簡易水道の統合である。

％値上げ15
• 水道料金を現行の1.15倍の改定
• 消火栓571基の基本料金4000万円を
　町が負担

上下水道料金等審議会の答申 

値上げの主な理由

• 人口減少にともなう事業経営の悪化
• 管路や施設の更新（令和30年前後）

• 中石見地区の水源･配水池の老朽化

水道料金
15%値上げを可決

ここに
注目!! 一般家庭や事業者の水道料金の値上げ

ここに
注目!! 補正予算の主な事業

12月9日～12月17日
(9日間)

12月定例会
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